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全国道の駅連絡会の活動状況

①能登半島地震への支援
②賛助会員企業との連携事業
③道の駅駅長間の連携、情報共有の推進
＜参考＞「道の駅活性化プロジェクト」（2020年～）

資料５



1①能登半島地震への支援

●ブロック連絡会と連携し、「募金活動」実施中
●日本道路建設業協会による「簡易型授乳室」の寄付

・北陸ブロック連絡会と連携し現地ニーズ実施（1/12～）

→２市町村（七尾市、中能登町）へ計６台を寄付

●その他賛助会員からの寄付の申し出＜継続して受付中＞

11月に改良された簡易型授乳室

賛助会員名 支援内容 個数

株式会社遠藤照明
チェア 160脚

テーブル 10台

日本軽金属株式会社
大気からの水生成装置「Watergen（GEN-M）」 1台

コンビウィズ株式会社
ひなん所用コットHB11 ベビーにこっと 15個

ペーパーシート 専用紙ホルダーセット 1700枚

日本環境防災株式会社
ゼリー 「LIFE STOCK」 ２０００個

東邦金属工業株式会社
カセットボンベ 「ゴールドボンベ」 360個

ファミリーレンタリース コンテナランドリーの派遣 1台



2賛助会員企業との連携事業

●道の駅のEV急速充電インフラの社会実験を実施（5月～）
・最大240kWまで出力可能な蓄電池型の急速EV充電器を計26の道の駅に整備
・急速充電サービスや従量課金制などの受容性や利便性を検証
・防災機能との連携、バリアフリー化、カーボンニュートラルへの取組みを推進

●全国版公式ECサイトを本格運用へ（近日公開）
・2020年より社会実験として展開してきたECを見直し
・実験結果を踏まえ、戦略的な販売計画支援や道の駅サポート体制を強化
・ECを中心に、道の駅の物販（販路）拡大を多面的に展開



3道の駅駅長間の連携、情報共有の推進

●全国道の駅駅長サミット2024 ＃がんばろう能登 昨日開催
・道の駅運営管理者中心に計350名が参加
・能登半島地震で支援に動いた道の駅の「生の経験談」を皆で共有
・増加が予想される「インバウンド」来訪に向けた態勢など

●駅長間テーマ別情報共有「チャット」を試行開始（4月～）
・スマホで簡単に、日々の質問やアドバイス、意見交換可能
・第1弾として「授乳室（子育て）」にて試行開始

●「アドバイザリー制度」をリニューアル（予定）
・女性駅長会にて試行運用し、道の駅ニーズ把握のうえ、リニューアル



4

・賛助会員（企業・団体）とともに、道の駅の「公益」「経営基盤支援」「新規収益」

事業として、約30超のプロジェクトを展開

・第３ステージにおける取組として、地域の課題解決、DXやSDGsに関係する取組を検討中

<参考＞「道の駅活性化プロジェクト」（2020年～）

経営基盤づくり支援事業 新規収益集客事業公益/地方創生事業

地方創生、社会課題解消型事業 経営インフラ整備の支援事業 道の駅魅力化に資する支援事業

省エネ事業（浄化槽、塗料）

子育て支援

災害対策支援/BCP策定支援

健康増進・地元活性化支援

キャッシュレス決済

通販/EC（リニューアル）

メディア化：ポスター

メディア化：サイネージ

越境EC/通販

道の駅公式ブランド商品MaaS導入支援・ドローン活用

オリパラグッズ販売

ドライブイン・シアター

アンテナショップ

トリップベース道の駅連携

コンビニ連携

道の駅公式Twitter・YouTubeチャンネル

発電機整備

EV急速充電設備

新技術コンクリート

スマートストア（無人店舗）

外国人向け防災情報提供

トイレ等衛生環境向上 「道ゆきマップ」販売事業

農水省ニッポンフードシフト連携

ドライバーリフレッシュ啓発

冷蔵・冷凍自販機

福島県 広報・啓発活動

環境省 福島、その先の環境へ。


